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車輛センター
自家給油所を備え、汚泥
や産業廃棄物の収集運搬

住民に向けエコリサイク
ル土を使った寄せ植え教
室を開催

環境美化活動
地域住民の方々と
道路清掃美化活動
に参加

南港処理センター（中間処理場）
汚泥、廃酸、廃アルカリの
回収、中間処理場

南港東プラント（リサイクルプラント）
シールド発生土の再生による土地
造成（貯木場）

泉プラント（中間処理場、
リサイクルプラント）
再生土（ポリアース）の製造、
建設汚泥の中間処理

大幸工業（株）本社
大阪ベントナイト事業（協） 本社
事業運営の中枢機関。汚泥の
再生土によるエコリサイクル
花壇を設置

堺プラント（リサイクルプラント）
流動化処理土「ポリソイル」の
製造、がれき類の破砕処理 流動化処理土「ポリソイル」を

埋め戻し材としてリサイクル

堺プラント（海上輸送基地）
建設汚泥処理土を海上輸送船
へ積み込み

建設汚泥処理土の海上輸送
でCO2排出量を削減

建設汚泥処理土を埋立処
分場（フェニックス）の
覆土として再利用

建設汚泥の回収

第一貯木場 第二貯木場
第三貯木場

大　和　川

木　　　津　　川

かもめ大橋

1大幸グループCSR2015 大幸グループCSR2015  ２1大幸グループCSR2015 大幸グループCSR2015  ２

　大幸グループの事業拠点・プラントは、大阪湾岸に位置する大阪市住之江区の南港

地区、堺市の臨海堺港地区に展開しています。事業運営の要である大幸工業株式会社・

本社と、車輌センター、建設現場、各プラントが緊密に連携し合い、環境型社会の形

成に尽力しています。　再生土「ポリアース」の生産・供給のほか、ダンプに替わる

海上輸送によって処理土を運搬し二酸化炭素排出量を削減するなど、循環型社会の

構築に貢献。　また、地域・行政・多様な企業・従業員といったステークホルダー

の皆様とのコミュニケーションに重きを置き、融和・共栄に向けて邁進

しています。

大幸グループは90年代初頭から、
建設汚泥をリサイクルした「ポリ
ナイト」、流動化処理土「ポリソ
イル」などの製品及びシステムを
開発し、循環型社会づくりに貢
献してきました。

リサイクル事業における豊富な
経験とノウハウを生かし、津波
対策などに用いられる盛り土用
再生土「ポリアース」によって
環境保全及び安心・安全な社会
環境づくりに寄与しています。

地域に愛され、地域と共に歩む
事業グループとして、道路清掃
美化活動への参加、再生土を利
用した寄せ植え教室、地元中学
の職場体験学習受け入れなど多
様な活動に取り組んでいます。

土を変える。 環境を創造する。 地域社会と融合する。

大幸グループのビジョン
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　大幸グループでは、環境負荷の少ない廃棄物処理法を追求するだけ
でなく、資源循環システムの構築を目指し、リサイクル技術の開発及
びリサイクルシステムの提案に取り組んでいます。
　建設・解体現場で回収した汚泥やがれき類等は、それぞれ南港処理
センターや堺・泉プラントに運んで適切な処理を行い、再生土「ポリ
アース」、流動化処理土「ポリソイル」など、高品質な製品として
販売しています。

建設汚泥及び、汚泥・廃酸・廃アルカリの再資源化と中間処理を行
う施設。2014（平成 26）年に全面リニューアルし、新施設として
稼動しました。
［1993（平成 5）年・地方優良事業所表彰、1995（平成 7）年・優良事
業所表彰、2002(平成14)年・ISO9001及び ISO14001認証取得］

がれき類の破砕・篩別及び建設汚泥の分級を行う中間施設。建設汚
泥処理土の積替保管施設を持ち、陸上・海上輸送の中継機能も果た
しています。
［2002( 平成 14) 年・ISO9001 及び ISO14001 認証取得、
2011（平成 23）年・優良産廃処理業者認定］

泉第 2プラントは、建設汚泥を固化処理する中間処理施設。
泉第 3プラントは、盛り土用途の再生
土ポリアースを製造するリサイクル施
設です。［2002( 平成14) 年・ISO9001
及び ISO14001 認証取得］

阪神高速大和川線シールド工事の発生土をリサイクル処理し、大阪

市第 6貯木場の埋め立て用土として供給する施設です。

　大幸グループの事業拠点・プラントは、海上輸送に直結した
湾岸、埋立地に直接再生土を打ち込める立地等、効率化と品質
を追及した陣容になっています。また、各プラントをつなぐ輸
　　送路と通信・運用の制御を徹底し、グループの総合力が発
　　　　　　揮される体制を整備しています。

大幸グループ事業概要 大幸グループの処理施設

でなく、資源循環システムの構築を目指し、リサイクル技術の開発及
びリサイクルシステムの提案に取り組んでいます。
　建設・解体現場で回収した汚泥やがれき類等は、それぞれ南港処理

でなく、資源循環システムの構築を目指し、リサイクル技術の開発及
　大幸グループでは、環境負荷の少ない廃棄物処理法を追求するだけ

輝く未来、緑豊かな環境のために

グループを挙げて、
新たな地平を開く

建設汚泥　　　　　　建設汚泥
　　　　　　　　　　がれき類

再生処理　　　　 流動化及び分級

中間処理

中和脱水処理　　　　　固化処理

中間処理

製　造

流動化処理土
（ポリソイル）

再生砂
再生砕石

再生土
（ポリアース）

リサイクル 産業廃棄物適正処理

汚泥
廃酸

廃アルカリ

建設汚泥
（泥水）

建設汚泥
（泥土）

排水
処理

下水道
　放流

埋立
処分場

埋立
処分場

南港処理センター

泉プラント

南港東プラント

堺プラント

破砕
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泉佐野

北部

堺

有限会社大幸リース

産業廃棄物収集運搬業許可

特別管理産業廃棄物収集運搬業許可

一般貨物自動車運送事業許可

産業廃棄物処分業許可

特別管理産業廃棄物処分業許可

廃棄物再生事業者登録

産業廃棄物再生利用業

産業廃棄物収集運搬業許可

産業廃棄物収集運搬業許可

産業廃棄物収集運搬業許可

産業廃棄物収集運搬業許可

■労働安全衛生活動

■コンプライアンス教育

■リスクアセスメント ■情報セキュリティ

大幸グループ事業概要

大幸工業株式会社

大阪ベントナイト事業協同組合

北部大幸工業有限会社

大幸工業泉佐野

有限会社大幸リース

堺大幸工業有限会社

建設汚泥の収集運搬　廃酸・廃アルカリの収集運搬　　　　　　　　　
浚渫工事の施工及び請負　流動化処理土の販売
一般貨物自動車運送事業  特定旅客自動車運送事業
造園工事業   土木、建築工事の施工及び請負
各種清掃業   造園工事業

本　　社　
〒559-0025　大阪市住之江区平林南２－８－３７
　　　　　　　TEL　06-6686-0001
　　　　　　　FAX　06-6686-0002

〒598-0001　大阪府泉佐野市上瓦屋661番地１
　　　　　　 第2リヒトビル302
　　　　　　 TEL 072-429-9147　
　　　　　　 FAX　072-429-9146
建設汚泥の収集運搬　　廃酸・廃アルカリの収集運搬
浚渫工事の施工及び請負  一般貨物自動車運送事業
ビルメンテナンス業

〒559-0025　大阪市住之江区平林南２－８－３７
　　　　　　 TEL　06-6686-0003　
　　　　　　 FAX　06-6686-0004
汚泥、廃酸、廃アルカリの中間処理、流動化処理
組合員の取扱う汚泥の共同処理
組合事業の知識普及をはかるための教育・情報提供

〒559-0025　大阪市住之江区平林南２－８－３７
　　　　　　 TEL　06-6686-0005
機械のリース
運搬車両のリース

〒590-0063　大阪府堺市堺区中安井町3ー4ー10
　　　　　　 TEL　072-238-3059
建設汚泥の収集運搬
土木、建築工事の施工及び請負

〒541-0043　大阪市中央区高麗橋4ー5ー13
　　　　　　 TEL　06-6226-0882
建設汚泥の収集運搬
土木、建築工事の施工及び請負

東京支店　
〒105-0003　東京都港区西新橋1ー18ー6
　　　　　　　クロスオフィス内幸町12階
　　　　　　　ＴＥＬ03-5501-1370

　大幸グループの安全衛生への取り組みは、朝の朝礼と、

報告・連絡・相談・確認の徹底、そして的確なマニュア

ルを基にした柔軟な現場対応、特に自己責任の認識を徹

底させることに主眼を置いています。マニュアルがたと

え完成されたものであっても、それに全てを依存するこ

とではなく、環境と状況に対応する、体で判断するとい

うことが危機管理には必要不可欠な要素であるからで

す。特に弊社の場合、プラント、各部署によって多様な

業務の事情、状況があります。それぞれのプラントだけ

でも扱い品、処理薬その他で対応すべき課題は違います。

　具体的には各プラントの処理業務に応じたそれぞれ

に求められる最適で的確な、そして即時的な危機管理

体制を目指し、作業着・靴・手袋・マスク等の完全支

給による着用といった基本的な作業姿勢、熱中症対策

としての水分・塩分補給等の身構えをはじめ、仕事に

応じた管理体制をそれぞれが目的意識を持って創造的

にプラスしていることです。

　業務には絶えずさまざまな危険要素が付きまといま

す。その危険度に応じた評価を判定し、危険要素に対応

する対策を優先順位で意識確認しています。営業活動の

段階でも、危険処理の契約時に危険物の存在と状況を説

明、確認し、受け入れ場所、ドライバー等の条件に基づ

いた処理要領、危険度に応じた対応や事故の場合での各

責任者の対処マニュアルについてはその事情を熟知した

現場が主体的に作成することになっています。

　情報通信の進化によって、情報管理の重要性が高まっ

ています。情報漏えいに関して企業としても自己防衛

の的確な形を作っていくことが必要となっています。

個人情報保護法や法令による規制はあるものの、やは

り社員全員が自覚と認識をもって大切な情報を保護し

なければなりません。弊社は情報の管理をブロック単

位で行い、その責任体系を明確にするとともに、同時

に必要な情報の共有という問題に取り組んでいます。

　コンプライアンスは一般に法令順守と解釈されてい

ますが、法の規定だけに囚われることにより厳密な規

制のみを掛けられると企業としての発展性は損なわれ

かねないでしょう。法の精神は守るべきとして、単純

な社内制度化でなく、企業、組織が何をビジョンに機

能しているのかを社内全体が理解し認識して、正当な、

そして未来につながる企業へと育てていかなければな

りません。

　時として企業活動を損なう反社会勢力に対する対応

には、専従の担当者を配置して万全の対処の態勢を取っ

ています。また、新聞等の事件事例をもとに具体例か

ら衆知徹底する形で、社員への教育・啓蒙活動を頻繁

に実施し認識の徹底を図っています。特に車輌運行で

は、ドライバーとし

ての責任と自覚を徹

底して、弊社の名前

を刻んだ車輌を運行

しているということ

の重要性、状況に応

じた切な対応を

説明しています。

　産業廃棄物の再資源化及び適正処理。事業そのもの

が CSR 活動といえる大幸グループでは、安全衛生、

危機管理、セキュリティといった多分野において積極

的にコンプライアンス活動を展開しています。

企業活動を通し、
安心・安心な社会に

■リ■リスクスクアセアセスメスメントント

にプラスしていることです。

ュリテリテテテティィィィ

。

労働安全・コンプライアンス活動

プライアンス教育
ライアンスは一般に法令順守と解釈されてい
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泉佐野

北部

堺

有限会社大幸リース

産業廃棄物収集運搬業許可
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 TEL 06-6686-0003　 FAX 06-6686-0004
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